
平成 27 年度愛知県高等学校進路指導研究協議会の要望事項に対する回答 

一般社団法人愛知県専修学校各種学校連合会 

１．入学試験について 

愛専各では、愛知県私学協会進路指導研究会、愛知県高等学校進路指導研究協議会、公立

高等学校長会進路指導部会と協議を重ねながら、平成 19年 5月に「ＡＯ入試に関する自主

運用基準」を作成し、ご承諾をいただきました。その後２回の改定を行い、現在の基準と

なっております。この間、専門学校だけではなく大学、短大においても、ＡＯ入学を導入

し、ＡＯ入学は定着しております。 

また、ＡＯ入学はエントリー者に継続的課題を課すことにより、入学前に学習内容を理解

し、入学後スムーズに勉学に取り組むことができるメリットもあります。 

重要なことは、高校側に愛専各としての取り組みを正確にお伝えするとともに、愛専各会

員校が、「建学の精神」を堅持し、学校教育法で定める高等教育機関の一員であることを自

覚し、職業教育によって社会を支える人材を育成する社会的使命を果たすため、教育者と

しての品位と学識を維持向上することに努めることかと思います。「ＡＯ入試に関する自主

運用基準」に抵触する行為が見受けられましたなら、愛専各事務局までご連絡ください。 

なお、入試選考方法、学費等については各校の募集要項をご確認願います。募集要項にご

不明の点がありましたなら、各校に直接お問い合わせください。 

 

２．説明会、パンフレット（学校案内等）について 

愛専各では、「広告に関する自主規制」を策定し、会員各校に順守を呼びかけています。「自

主規制」では、「入学対象者及びその関係者の保護を図るとともに他の会員校の健全な発展

に資することを目的とし、入学意欲を不当にそそるような広告、社会的に過剰な営業活動

であると批判を受けるような過度な広告を行ってはならない。」と規定しています。 

ご指摘のような事例が見受けられる場合は、愛専各事務局までご連絡ください。 

高校へのパンフレット等を送付する場合には、必要最低部数とするよう会員校に周知徹底

を図っております。このようなご指摘があったことを会員校に再度周知徹底したいと思い

ます。今回のご要望の「業者」については、広告業者を指されているのではないかと思い

ますが、専門学校関連の広告業者の多くは愛専各の賛助会員となっていただいており、賛

助会員企業はそのようなことは一切行っておりません。賛助会員との定期的な協議会もお

こなわれていますので、このようなご指摘があったことを再度申し伝えます。「入学実績の

ない学校」については、おそらく愛専各非会員校と推察されます。愛専各非賛助会員企業

や「入学実績のない学校」等については、その他の会議等でも、愛知県の高校側からの要

望として発言していく所存です。 

教員向け説明会についての欠席連絡の省略については、愛専各では出席の場合のみ返信い

ただいております。 

 



３．その他 

（１）情報提供について 

平成２６年度より「職業実践専門課程」制度が始まりました。「職業実践専門課程」に認

可された学科は、ホームページにて、カリキュラム、教職員組織のほか、学校関係者評価

の内容、在学生や退学者の人数等の情報を公開する義務があります。「職業実践専門課程」

に認可された学科については、該当校のホームページをご参照ください。 

現在、全国で 673 校 2,042 学科が「職業実践専門課程」として認可され、今後増加するこ

とが見込まれます。「職業実践専門課程」以外の学科にあっても、文部科学省は「専修学校

における学校評価ガイドライン」を策定し、学校評価や情報公開の標準化を図っています。 

ますます、専門学校における情報公開は重要となります。愛専各として文部科学省、愛知

県の施策に基づき各会員校の学校評価や情報公開のあり方について、検討していきたいと

思います。 

就職率については「文部科学省における大学等卒業者の「就職率」の取扱いについて（通

知）」（２５文科高第６６７号）において「就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査

時点における就職者数を就職希望者で除した者」と定義されました。合格率については、

特段の統一的な定義はございません。 

 

（２）来校について 

求人時期の 7月初旬の学校訪問を避けることと、訪問前の事前連絡については、機会ある

ごとに会員校に周知いたしております。再度徹底いたします。 

 

（３）その他 

ＡＯ入学合格者に対して継続的課題を課すことは愛専各「ＡＯ入試に関する自主運用基準」

で取り決めておりますが、推薦入学や一般入学での合格者は各校の判断に任せております。

ご了承ください。 

18 歳人口が 2018 年度より減少する、所謂「2018年問題」については、各会員校で対応す

ることとなり、愛専各が主導的に対策を打つことは考えておりません。 

バリアフリーの状況については、各校にお尋ねください。バリアフリーについては愛専各

として積極的に推進する所存です。 

オープンキャンパス等に保護者の皆様がご参加いただくことは、学校の状況を知ってもら

うためにも、各校とも積極的に実施しているところです。このようなご要望があったこと

を各会員校に周知いたします。 

以 上 

 


